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︻
お
知
ら
せ
︼

　
本
紙
は
本
号
が
今
年
の

納
刊
号
と
な
り
ま
す
。
１

年
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
新
年
は
１
月
10
日
付
か

ら
は
じ
ま
り
、
１
月
17
日

付
を
「
新
年
Ｆ
Ａ
特
集

号
」
と
し
て
発
行
い
た
し

ま
す
。

　
来
年
も
引
き
続
き
ご
愛

読
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
の
づ
く
り
．
ｊ
ｐ
㈱

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

　
２
０
２
３
年
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

新
聞
も
12
月
20
日
発
行
号
が
最
後
。
振

り
返
る
と
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
た
。
制
御
盤
業
界
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
連
載
「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
と
設

計
・
製
造
の
効
率
化
」
、
Ｆ
Ａ
業
界
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

企
画
「
Ｆ
Ａ
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
、
識
者

の
新
連
載
と
し
て
、
某
メ
ー
カ
ー
の
現
役
の
生

産
技
術
担
当
シ
マ
タ
ケ
さ
ん
の
「
電
気
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
ツ
ボ
出
張
版
」
、
広
島
県
の
制
御
盤
メ

ー
カ
ー
東
洋
電
装
の
越
智
稔
さ
ん
の
「
広
島
発 

中
小
製
造
業
が
Ｄ
Ｘ
で
変
わ
る
ま
で
」
な
ど
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
11
月
に
は
初
め
て
ド
イ
ツ
の

展
示
会
Ｓ
Ｐ
Ｓ
に
参
加
し
た
。
２
０
２
４
年
も

こ
の
勢
い
の
ま
ま
、
特
に
新
規
開
拓
を
中
心
に

い
ろ
い
ろ
と
挑
戦
し
て
い
く
▼
な
ぜ
新
規
開
拓

に
こ
だ
わ
る
の
か
？
　
「
一
人
で
も
多
く
の
製

造
業
者
に
情
報
を
届
け
た
い
」
「
会
社
を
成
長

さ
せ
て
も
っ
と
高
い
給
料
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
実
際
は

「
将
来
に
対
す
る
危
機
感
」
で
し
か
な
い
。
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
は
日
本
語
の
新
聞
で
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
電
子
版
も
提
供
し
て
い
る
が
事
業
の

柱
は
有
料
の
紙
媒
体
だ
。
そ
れ
に
対
し
タ
ー
ゲ

ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
日
本
の
人
口
、
製
造
業

の
労
働
人
口
は
減
る
一
方
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

で
紙
媒
体
は
急
減
し
て
い
る
。
情
報
収
集
の
手

段
と
し
て
の
新
聞
の
存
在
感
も
薄
れ
て
い
る
。

周
り
を
見
れ
ば
無
料
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
媒
体
が
多
数
存

在
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
も
出
て
き
た
。
さ
ら
に

言
う
と
、
弊
社
は
小
規
模
零
細
の
個
人
商
店
。

チャレンジ・挑戦が当たり前の文化になる日を目指して同
業
の
メ
デ
ィ
ア
は
多
く
の
記
者
を
抱
え
て
活
動
量
も

多
い
。
ど
れ
だ
け
甘
く
見
積
も
っ
て
も
、
弊
社
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
四
面
楚
歌
、
崖
っ
ぷ
ち
で
あ
り
、
ど

ん
ど
ん
と
新
規
顧
客
や
領
域
を
開
拓
し
て
生
き
残
り
に

向
け
て
あ
が
く
し
か
な
い
の
だ
▼
日
本
の
製
造
業
も
人

ご
と
で
は
な
い
。
国
内
市
場
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
な
か

で
、
海
外
や
国
内
の
新
興
企
業
な
ど
が
次
々
と
Ｆ
Ａ
業

界
を
目
が
け
て
攻
勢
を
強
め
て
い
る
。
自
社
よ
り
も
規

模
が
大
き
く
、
資
本
力
も
人
的
リ
ソ
ー
ス
も
あ
り
、
発

信
力
も
強
い
企
業
と
の
競
争
環
境
が
で
き
て
き
て
い

る
。
今
は
従
来
か
ら
の
顧
客
が
支
え
て
く
れ
て
い
る

が
、
一
寸
先
は
闇
。
も
っ
と
言
う
と
、
コ
ロ
ナ
禍
や
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
大
混
乱
で
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
ル

ー
ル
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
Ｄ
Ｘ
や
デ
ジ
タ
ル
も
変
革

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
競
合
企
業
は
虎
視
眈
々
と
置

き
換
え
を
狙
い
、
漫
然
と
今
ま
で
通
り
で
は
行
か
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
変
化
も
失
敗
も
悪
で
は
な
い
。

挑
戦
し
な
い
こ
と
が
悪
な
の
だ
。
下
期
に
回
復
が
期
待

さ
れ
る
２
０
２
４
年
、
こ
こ
が
正
念
場
だ
。

　
筆
者
は
12
月
14
日
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
か

ら
帰
国
し
た
。
今
回
は
数
日
間
の
短
い
ビ
ジ

ネ
ス
出
張
で
あ
っ
た
が
、
出
張
期
間
中
の
気

付
き
か
ら
２
０
２
３
年
の
総
括
と
し
て
、
日

本
の
中
小
製
造
業
の
現
状
と
課
題
を
整
理

し
、
24
年
か
ら
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。

　
最
初
に
結
論
を
述
べ
る
と
、
来
年
度
の
日

本
は
『
本
格
的
な
イ
ン
フ
レ
幕
開
け
の
年
』

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
30
年
以
上
に
わ
た
り
、

イ
ン
フ
レ
を
経
験
し
て
い
な
い
日
本
社
会
に

お
い
て
は
、
イ
ン
フ
レ
を
恐
れ
る
声
も
多
く

存
在
す
る
が
、
製
造
業
に
と
っ
て
イ
ン
フ
レ

は
極
め
て
好
ま
し
い
状
況
で
あ
る
。
突
然
現

れ
た
円
安
を
『
悪
い
円
安
』
と
称
し
、
日
本

を
自
虐
的
に
捉
え
る
論
調
が
語
ら
れ
て
い
る

が
、
『
イ
ン
フ
レ
』
と
『
円
安
』
は
、
日
本

製
造
業
発
展
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
『
24
年

は
、
極
め
て
明
る
い
時
代
の
幕
開
け
』
と
予

想
で
き
る
。

　
そ
の
前
に
、
23
年
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
23
年
は
中
国
経
済

が
失
速
し
、
日
本
経
済
に
重
大
な
影
響
が
出

始
め
た
年
で
あ
っ
た
。
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
社
を
は

じ
め
中
国
依
存
の
高
い
企
業
で
は
、
中
国
経

済
衰
退
の
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
、
協
力
会
社
へ

の
発
注
が
大
幅
に
減
少
す
る
事
態
が
起
き

た
。
さ
ら
に
、
工
作
機
械
や
建
設
機
械
な
ど

の
業
種
で
は
、
不
景
気
へ
の
突
入
の
兆
し
が

出
て
お
り
、
警
戒
感
が
増
し
て
い
る
。
半
導

体
関
連
で
は
、
一
時
の
極
端
な
品
不
足
か
ら

の
解
消
で
安
心
感
が
出
る
一
方
で
、
異
常
な

増
産
が
一
段
落
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
社
会
に

発
生
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
毀
損
に
よ
る

異
常
増
産
体
制
も
解
消
に
向
か
っ
た
影
響

で
、
一
部
の
中
小
製
造
業
で
は
急
速
な
受
注

減
少
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
経
営
難
に
陥
る

企
業
も
発
生
し
て
い
る
。
23
年
を
俯
瞰
的
に

総
括
す
る
と
『
天
気
晴
朗
な
れ
ど
波
高
し
』

の
予
想
通
り
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の

急
速
減
速
は
予
想
を
超
え
る
事
態
で
あ
り
、

日
本
へ
の
悪
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
も
の
の
、

ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
は
、
成
長
へ
の

強
気
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　
23
年
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
「
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
」
の
予
想
を
超
え
る
普
及
で
あ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
や
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
を
始
め
と

す
る
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
、
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
に
力
を
入
れ
始
め
て
お
り
、
業
界

界
隈
で
は
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
話
題
が
沸
騰
し

て
い
る
。
数
年
先
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を
全
く

使
用
し
な
い
中
小
製
造
業
が
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
そ
の
会
社
は
（
人
材
不
足
の
な
い
）
極

め
て
恵
ま
れ
た
会
社
で
あ
る
と
い
え
る
。
人

手
不
足
・
人
材
不
足
の
現
実
は
、
日
本
中
の

製
造
業
を
襲
っ
て
お
り
、
こ
の
課
題
を
解
決

し
な
い
限
り
中
小
製
造
業
の
存
続
は
難
し

い
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
そ
の
打
ち
手
の
最

有
力
手
段
と
言
え
る
。
ま
た
、
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
の
活
用
は
Ｄ
Ｘ
化
の
切
り
札
で
も
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
た
中
小
製
造
業
の
改

革
の
中
核
に
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
が
必
須

で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

　
バ
ン
コ
ク
で
視
察
し
た
企
業
に
話
題
を
変

え
た
い
。
筆
者
が
訪
れ
た
視
察
企
業
は
、
従

業
員
１
３
０
０
人
の
精
密
板
金
企
業
で
あ

る
。
台
湾
人
の
ジ
ョ
ン
社
長
が
立
ち
上
げ
た

創
業
27
年
の
若
い
企
業
で
あ
る
。
10
年
前
に

台
湾
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
果
た
し
て
お
り
、
再
三
に

わ
た
り
台
湾
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
急
成
長
の
注
目
企
業
で
あ
る
。
発
注

元
も
エ
ア
バ
ス
や
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
国
際
的
大

企
業
で
あ
り
、
膨
大
な
受
注
を
こ
な
し
て
い

る
。
企
業
名
は
『
ジ
ン
パ
オ
』
。
ア
ジ
ア
最

大
の
精
密
板
金
企
業
で
あ
り
、
日
本
に
は
ジ

ン
パ
オ
の
規
模
を
超
え
る
企
業
は
な
い
。
規

模
の
み
な
ら
ず
、
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品
質
・
コ
ス
ト

・
納
期
）
に
優
れ
、
多
品
種
少
量
生
産
か
ら

量
産
に
至
る
完
璧
な
製
造
体
制
は
圧
巻
で
あ

る
。
今
回
の
視
察
に
は
、
国
内
最
大
の
精
密

板
金
企
業
で
あ
る
（
株
）
ツ
ガ
ワ
の
経
営
幹

部
３
人
が
同
行
し
た
が
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の

違
い
に
直
面
し
、
大
い
な
る
刺
激
を
受
け
て

い
た
。
日
本
の
中
小
製
造
業
は
、
『
現
場
が

強
い
』
『
現
場
が
優
れ
て
い
る
』
が
合
言
葉

の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
優
れ
た

職
人
が
努
力
し
、
優
れ
た
製
品
を
作
り
出
す

の
は
日
本
の
誇
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
自
慢

し
、
依
存
す
る
日
本
の
経
営
者
は
多
い
の
は

当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ジ
ア
で
は
全

く
事
情
が
違
う
。
ジ
ン
パ
オ
社
ジ
ョ
ン
社
長

は
、
こ
の
日
本
の
強
み
を
『
本
当
に
羨
ま
し

い
。
タ
イ
で
は
望
め
な
い
こ
と
だ
』
と
話
し

つ
つ
、
「
別
の
方
法
」
を
駆
使
し
、
日
本
を

超
え
る
Ｑ
Ｃ
Ｄ
を
実
現
し
て
い
る
現
実
は

（
良
し
あ
し
は
別
と
し
て
）
驚
愕
と
学
び
に

値
す
る
。
「
別
の
方
法
」
と
は
、
徹
底
的
な

自
動
化
と
ソ
フ
ト
化
の
実
現
で
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
徹
底
推
進
で
あ
る
。
人
材
不
足
を

補
う
た
め
に
、
素
人
で
も
で
き
る
モ
ノ
づ
く

り
の
仕
組
み
を
（
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
）
構

築
し
て
い
る
。
現
場
力
を
補
う
た
め
の
『
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
の
強
化
』
に
は
青
天
井

の
経
営
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
最

新
設
備
導
入
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
最
短

に
す
る
た
め
、
日
本
大
手
で
は
常
識
化
し
て

い
る
稟
議
制
度
は
な
い
。
全
て
が
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の

決
断
で
決
ま
る
の
で
、
幹
部
社
員
は
常
に
Ｔ

Ｏ
Ｐ
と
情
報
を
共
有
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
決
断
が
で
き
る
環
境
が
、
日
常
活

動
の
中
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

　
筆
者
の
視
察
中
に
ジ
ン
パ
オ
社
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の

ジ
ョ
ン
社
長
は
、
40
台
の
Ｔ
Ｍ
社
協
働
ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
を
決
定
し
た
。
そ
の
目
的
は
、

品
質
検
査
の
自
動
化
で
あ
る
。
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
レ
ー
ザ
溶
接
の
導
入
も
決
定
し
、

徹
底
し
た
自
動
化
の
推
進
が
実
現
す
る
。

『
ア
ジ
ア
は
遅
れ
て
い
る
』
、
『
品
質
は
劣

っ
て
い
る
』
と
い
っ
た
固
定
概
念
は
捨
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
ア
ジ
ア
は
止
ま
っ
て
い

な
い
。
24
年
に
Ｄ
Ｘ
化
と
自
動
化
推
進
を
怠

る
中
小
製
造
業
に
は
、
未
来
を
失
う
悲
劇
が

待
ち
受
け
て
い
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●106●●

　
高
木
俊
郎
︵
た
か
ぎ
・
と
し
お
︶
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

未
来
を
失
う
日
本
の
中
小
製
造
業

『
２
０
２
４
年
に
な
す
べ
き
こ
と
』

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ「
2023
～
27
年
度
電
気
計
測
器
中
期
見
通
し
」

売
上
高 

23
年
度
6983
億
円

27
年
度
ま
で

１
％
の
成
長
率
で
推
移

　
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
（
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会
）
は
、
２
０
２
３
〜
２
０
２
７
年
度
の
電
気
計
測
器
の
中
期
見
通
し
を

公
表
し
た
。
電
気
計
測
器
の
売
上
高
は
、
２
０
２
３
年
度
は
前
年
度
比
２
・
４
％
減
の
６
９
８
３
億
円
と
な
り
、
以
降

は
年
平
均
成
長
率
１
・
０
％
で
推
移
し
、
２
０
２
７
年
度
に
は
７
２
７
９
億
円
に
な
る
と
予
測
し
た
。

　
製
品
群
別
の
売
上
高
で

は
、
２
０
２
３
年
度
の
Ｐ
Ａ

計
測
制
御
機
器
は
２
８
５
９

億
円
（
５
・
８
％
減
）
と
な

り
、
以
降
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
２
〜
マ
イ
ナ
ス

０
・
７
％
の
成
長
率
で
推
移

す
る
見
通
し
。
官
公
需
は
老

朽
化
設
備
の
更
新
な
ど
が
あ

る
が
自
治
体
財
政
の
悪
化
し

て
お
り
、
民
需
は
化
学
は
堅

調
だ
が
、
国
際
情
勢
の
影
響

や
ス
マ
ホ
市
場
の
低
迷
、
火

力
発
電
所
の
段
階
的
休
廃
止

な
ど
の
向
か
い
風
要
因
が
あ

る
と
し
た
。

　
電
気
測
定
器
は
１
４
５
６

億
円（
１
・
１
％
増
）と
な
り
、

以
降
は
Ｅ
Ｖ
や
６
Ｇ
へ
の
研

究
開
発
投
資
に
よ
っ
て
２
・

０
％
の
成
長
率
で
推
移
し
、

２
０
２
７
年
度
に
は
１
５
７

８
億
円
と
予
測
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
電
力
量
計
は

愛
知
・
瀬
戸
に
生
産
拠
点

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
重
視

環
境
配
慮
型

日東工業

し
、
工
場
の
屋
根
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
（
パ
ネ
ル
容

量
１
３
１
２
kW
）
を
設
置
。

太
陽
光
発
電
の
電
力
を
空
調

・
照
明
・
各
種
生
産
設
備
に

使
用
す
る
ほ
か
、
蓄
電
池
設

備
を
導
入
し
、
事
務
エ
リ
ア

の
防
災
電
源
を
確
保
し
て
い

る
。
不
足
電
力
は
カ
ー
ボ
ン

フ
リ
ー
電
力
を
購
入
し
、
１

０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
電
力
を
賄
っ
て
い
る
。

　
工
場
南
側
敷
地
に
も
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
パ
ネ
ル

容
量
１
１
３
４
kW
）
を
設
置

し
、
発
電
し
た
電
力
は
中
津

川
工
場
へ
託
送
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減
。
来
客
、
社

員
駐
車
場
に
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備

１
０
０
台
を
順
次
設
置
す
る

ほ
か
、
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
評
価
で
最

高
ラ
ン
ク
の
５
つ
星
を
獲
得

し
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
も
取
得
し

て
い
る
。

　
生
産
品
目
は
、
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
・
ブ
レ
ー
カ
・
シ
ス
テ

ム
ラ
ッ
ク
・
光
接
続
箱
・
熱

関
連
機
器
な
ど
。
敷
地
面
積

は
25
万
３
０
０
０
平
方
㍍

で
、
工
場
等
は
鉄
骨
造
２
階

建
で
、
建
設
面
積
は
５
万
平

方
㍍
。

　
日
東
工
業
は
、
愛
知
県
瀬

戸
市
で
建
設
を
進
め
て
い
た

瀬
戸
工
場
が
竣
工
し
た
。
電

気
機
器
収
納
用
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
等
の
生
産
工
場
と
な
り
、

２
０
２
４
年
春
に
稼
働
開
始

を
予
定
し
て
い
る
＝
写
真
。

　
新
工
場
は
、
ス
マ
ー
ト
オ

ー
ダ
ー
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
生

産
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
Ｄ

Ｘ
推
進
工
場
と
な
り
、
標
準

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
ベ
ー
ス
と

し
な
が
ら
、
顧
客
が
求
め
る

仕
様
の
製
品
デ
ー
タ
（
サ
イ

ズ
、
穴
加
工
、
色
な
ど
）
を

入
力
す
る
と
自
動
・
多
品
種

少
量
生
産
に
対
応
す
る
生
産

シ
ス
テ
ム
を
備
え
、
求
め
る

仕
様
・
品
質
の
製
品
を
最
適

な
価
格
・
納
期
で
提
供
す

る
。
仕
様
と
生
産
、
出
荷
情

報
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
一
括

管
理
す
る
こ
と
で
、
価
格
・

納
期
の
見
え
る
化
を
実
現
し

て
い
る
。
ま
た
従
業
員
の
作

業
負
荷
軽
減
や
大
空
間
の
休

憩
ル
ー
ム
・
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ト
イ
レ
・
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
整
備
、
四
季
を

感
じ
る
「
公
園
工
場
」
に
す

る
こ
と
で
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
進
め
る
。

　
環
境
性
能
に
つ
い
て
も
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
慮

６
４
１
億
円
（
３
・
２
％

減
）
で
、
以
降
は
６
・
６
％

の
成
長
率
で
推
移
。
放
射
線

計
測
器
は
２
２
４
億
円
（
13

・
０
％
増
）
と
な
り
、
以
降

は
２
・
１
％
の
成
長
率
で
推

移
す
る
見
通
し
。
放
射
線
モ

ニ
タ
は
原
発
再
稼
働
と
処
理

水
放
出
関
連
、
放
射
線
応
用

計
測
器
は
Ｅ
Ｖ
用
バ
ッ
テ
リ

の
生
産
設
備
へ
の
投
資
拡
大

な
ど
が
あ
る
と
し
た
。
環
境

計
測
器
は
１
０
０
億
円
（
０

・
１
％
減
）
で
、
以
降
は
プ
ラス

１
・
２
％
か
ら
プ
ラス

１
・
９
％

で
推
移
し
、
大
気
汚
染
計
測

器
、
水
質
汚
濁
計
測
器
と
も

に
微
増
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
ま
た
海
外
拠
点
の
売
上
高

を
含
む
「
国
内
売
上
＋
輸
出

＋
海
外
拠
点
売
上
」
で
は
、

２
０
２
３
年
度
は
９
３
７
９

億
円
（
０
・
９
％
減
）
で
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
が
、
以
降
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
投
資
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
経
済
発
展
に
よ
り
１
・
２

％
の
成
長
率
で
推
移
し
、
２

０
２
７
年
度
に
は
３
・
８
％

増
の
９
８
２
５
億
円
に
な
る

と
予
測
し
て
い
る
。

印
の
工
場
が
稼
働

Ｆ
Ａ
制
御
シ
ス
テ
ム
製
品

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
、
イ
ン
ド
の

製
造
・
販
売
拠
点
で
あ
る
Ｍ

ｉ
ｔ
ｓ
ｕ
ｂ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｅ
ｌ

ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ

Ｐ
ｖ
ｔ
．
Ｌ
ｔ
ｄ
．
（
三
菱

電
機
イ
ン
ド
）
に
建
設
し
て

い
た
Ｆ
Ａ
制
御
シ
ス
テ
ム
製

品
の
新
工
場
が
稼
働
開
始
し

た
。

　
イ
ン
ド
に
お
け
る
同
社
の

Ｆ
Ａ
制
御
シ
ス
テ
ム
事
業

は
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
に

事
業
を
開
始
し
て
以
降
、
２

０
１
２
年
に
イ
ン
ド
の
Ｆ
Ａ

制
御
シ
ス
テ
ム
製
品
メ
ー
カ

ー
の
買
収
に
よ
る
開
発
拠
点

の
開
設
や
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の

拡
充
に
加
え
、
２
０
１
３
年

に
イ
ン
ド
生
産
を
開
始
す
る

な
ど
事
業
体
制
の
強
化
を
進

め
て
き
た
。

　
新
工
場
は
イ
ン
ド
の
マ
ハ

ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
プ
ネ
近
郊
に

位
置
し
、
イ
ン
バ
ー
タ
を
中

心
と
す
る
Ｆ
Ａ
制
御
シ
ス
テ

ム
製
品
の
生
産
を
担
い
、
消

費
地
生
産
を
拡
大
す
る
こ
と

で
、
今
後
の
需
要
増
加
に
対

応
し
た
安
定
供
給
を
行
い
、

イ
ン
ド
政
府
が
推
進
す
る
Ｍ

ａ
ｋ
ｅ
　
ｉ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ

ａ
政
策
に
貢
献
す
る
。
新
工

場
の
敷
地
面
積
は
約
４
万
平

方
㍍
、
２
階
建
で
延
床
面
積

１
万
５
４
０
０
平
方
㍍
。
投

資
金
額
は
約
22
億
ル
ピ
ー

（
約
38
億
円
）
。

三
菱
電
機
イ
ン
ド
の
Ｆ
Ａ
制

御
シ
ス
テ
ム
製
品
の
新
工
場



２０２３年（令和５年）１２月２０日　　　（2）

　
Ｆ
Ａ
と
は
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
Ｆ

Ａ
店
の
販
売
員
は
工
場
設
備
の

自
動
化
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

営
業
活
動
を
し
て
い
る
。
Ｆ
Ａ

店
の
販
売
員
は
メ
ー
カ
ー
側
に

立
っ
て
製
造
工
場
を
日
々
訪
問

し
営
業
活
動
を
す
る
。

　
顧
客
の
言
い
方
、
Ｆ
Ａ
機
器

部
品
メ
ー
カ
ー
の
言
い
分
に
動

か
さ
れ
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

る
事
は
な
い
。
そ
の
中
で
も
販

促
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
タ

ッ
フ
を
抱
え
て
い
る
大
手
の
販

売
店
は
ス
タ
ッ
フ
が
マ
ー
ケ
ッ

ト
リ
サ
ー
チ
を
し
て
販
売
戦
略

戦
術
を
練
る
。
し
か
し
一
般
の

中
小
販
売
店
は
日
々
の
活
動
を

規
定
す
る
戦
略
を
メ
ー
カ
ー
や

顧
客
に
委
ね
て
し
ま
う
。
特
に

メ
ー
カ
ー
の
契
約
店
は
メ
ー
カ

ー
ま
か
せ
に
な
る
。

　
80
年
代
ま
で
の
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
高
度
成
長
期
に
は
契
約

販
売
店
は
メ
ー
カ
ー
の
戦
略
と

一
体
と
な
り
大
き
く
成
長
し

た
。
そ
の
後
大
き
く
な
っ
た
Ｆ

Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
成
熟
し
、
国

内
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一
進
一
退
を

続
け
て
き
た
。

　
そ
の
間
に
一
部
の
販
売
店
を

除
き
、
メ
ー
カ
ー
の
戦
略
は
販

売
店
ま
で
届
き
に
く
く
な
っ

て
、
か
つ
て
の
よ
う
に
販
売
店

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
80
年
代

ま
で
に
大
き
く
成
長
し
た
販
売

店
は
メ
ー
カ
ー
の
戦
略
が
販
売

店
の
戦
略
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
平
成
を
経
て
、
販
売

店
と
メ
ー
カ
ー
と
の
関
わ
り
が

変
わ
っ
て
き
た
た
め
に
メ
ー
カ

ー
の
戦
略
が
販
売
店
の
成
長
に

大
き
く
か
か
わ
る
と
は
限
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。
契
約
販
売
店

だ
か
ら
と
い
っ
て
も
メ
ー
カ
ー

と
販
売
店
は
違
う
会
社
で
あ
る

か
ら
当
然
の
事
で
あ
る
。

　
中
小
販
売
店
は
メ
ー
カ
ー
の

施
策
通
り
や
っ
て
い
れ
ば
、
成

長
し
て
き
た
た
め
に
自
ら
戦
略

的
な
考
え
を
持
ち
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
、
成
長
へ
の
道
で
あ

る
と
気
付
い
て
な
い
節
が
あ

る
。

　
確
か
に
販
売
店
は
メ
ー
カ
ー

の
影
響
を
強
く
受
け
る
。
し
か

し
、
今
で
は
メ
ー
カ
ー
が
か
つ

て
の
よ
う
に
、
販
売
店
と
の
間

で
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
よ
う
な

施
策
を
次
々
と
打
ち
出
す
こ
と

は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
メ
ー
カ
ー
が
販
売
店
に
仕
掛

け
て
く
る
施
策
は
、
メ
ー
カ
ー

が
欲
し
い
情
報
入
手
会
議
や
戦

略
的
な
商
品
等
の
研
修
お
よ
び

販
売
依
頼
の
会
議
で
あ
り
、
同

行
営
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事

は
メ
ー
カ
ー
と
販
売
店
が
チ
ー

ム
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
行
動

す
れ
ば
販
売
店
が
大
き
く
成
長

す
る
と
い
う
施
策
と
は
違
う
。

　
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成
熟

に
伴
っ
て
、
エ
リ
ア
を
広
げ
、

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
と
国
内
の

成
熟
し
た
中
で
販
売
を
す
る
販

売
店
と
は
お
の
ず
と
戦
略
者
の

違
い
が
で
て
く
る
時
代
で
あ

る
。

　
そ
れ
な
ら
販
売
店
が
成
長
す

る
た
め
に
は
独
自
の
戦
略
を
考

え
て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
に
な
る
。
し
か
し
戦
略
と

い
っ
て
も
中
小
の
販
売
店
に
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
だ
か
ら
構
え
て
戦
略
を

難
し
く
考
え
る
こ
と
は
な
い
。

忙
し
く
日
々
を
通
過
し
て
い
る

中
で
、
一
時
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
て
み
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　
簡
単
な
例
を
挙
げ
る
と

（
一
）
以
前
か
ら
慣
習
的
に
や

っ
て
い
る
が
、
販
売
員
の
た
め

に
や
ら
な
い
よ
り
や
っ
た
方
が

い
い
研
修
や
、
販
売
活
動
を
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
を
始
め
た
時
は
や

る
べ
き
理
由
が
あ
っ
た
が
、
時

代
環
境
が
変
わ
り
、
あ
ま
り
意

味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
。
そ
れ
ら
を
や
め
て

販
売
員
の
負
担
を
軽
減
す
れ
ば

代
わ
り
に
何
が
で
き
る
か
と
考

え
を
進
め
る
事
が
で
き
る
。

（
二
）
ず
っ
と
続
け
て
い
る
重

要
な
営
業
活
動
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
営
業
活
動
と
は
が
ん
ば

っ
て
や
っ
て
い
て
も
売
り
上
げ

が
浮
上
し
な
い
時
に
す
ぐ
さ
ま

強
化
を
図
っ
て
続
け
て
き
た
活

動
の
こ
と
で
あ
る
。

　
活
動
を
強
化
し
続
け
な
け
れ

ば
思
う
よ
う
な
効
果
が
出
な
い

の
な
ら
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
活

動
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
み

る
こ
と
だ
。
し
か
し
ず
っ
と
や

り
続
け
て
き
た
重
要
な
活
動
を

や
め
て
し
ま
っ
た
ら
不
都
合
が

起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

と
そ
う
簡
単
に
は
や
め
ら
れ
な

い
。

　
こ
う
い
う
場
合
は
そ
の
活
動

の
上
位
に
あ
る
目
標
を
『
成

長
』
と
す
る
こ
と
だ
。
成
長
の

た
め
有
効
か
と
考
え
、
期
間
売

り
上
げ
と
成
長
を
同
一
視
し
な

い
事
が
戦
略
的
思
考
に
な
る
。

慣
習
的
な
営
業
活
動
を
見
直
し

戦
略
的
思
考
へ
と
切
り
替
え
る

107

　
芝
浦
機
械
は
、
双
腕
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｓ
シ

リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
ヒ
ト

型
「
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｓ
―
Ｈ
」
と

ス
カ
ラ
型
「
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｓ
―

Ｓ
」
の
２
機
種
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
可
搬
質
量
が

片
腕
６
㌔
㌘
、
両
腕
で
10
㌔

㌘
の
双
腕
の
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
。
ヒ
ト
型
は
、
片
腕
７

軸
、
腰
２
軸
の
合
計
16
軸
で

構
成
さ
れ
、
腕
は
人
の
関
節

数
と
同
じ
な
の
で
把
持
し
て

い
る
製
品
の
持
ち
替
え
や
方

向
転
換
等
で
人
が
行
っ
て
い

た
動
作
を
容
易
に
再
現
で
き

る
。
腰
に
２
軸
（
回
転
と
屈

曲
）
を
持
つ
こ
と
で
両
腕
で

把
持
し
た
ま
ま
の
振
り
返
り

作
業
が
で
き
、
人
作
業
を
そ

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン 

マ
ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
電
子
式
サ
ー
キ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ

幅
32
㎜
の
薄
型
設
計

盤
内
省
ス
ペ
ー
ス
化
実
現

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
マ
ル

チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
電
子
式
サ

ー
キ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ
「
７

８
７
―
３
６
６
ｘ
シ
リ
ー

ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
幅
32
㍉
㍍
の

薄
型
設
計
で
、
８
チ
ャ
ン
ネ

ル
モ
デ
ル
の
場
合
１
チ
ャ
ン

ネ
ル
あ
た
り
の
幅
は
わ
ず
か

４
㍉
㍍
。
一
般
的
な
サ
ー
キ

ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ
の
幅
17
・

５
㍉
㍍
に
比
べ
て
約
４
分
の

１
に
削
減
で
き
、
盤
内
の
省

ス
ペ
ー
ス
化
が
可
能
。

　
接
続
す
る
負
荷
に
合
わ

せ
、
ト
リ
ッ
プ
定
格
電
流
値

を
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に
１
〜

レ
バ
ー
式
ワ
ン
タ
ッ
チ
コ
ネ
ク
タ

環
境
配
慮
型
モ
デ
ル

原
料
一
部
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
９
２
０

Ｍ
Hz
の
サ
ブ
ギ
ガ
帯
無
線

（
８
０
２
・
11
ａ
ｈ
）
を
利

用
し
て
、
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通

信
を
最
大
１
㌔
㍍
離
れ
た
場

所
で
も
無
線
化
で
き
る
、
イ

ー
サ
ネ
ッ
ト
無
線
コ
ン
バ
ー

タ
「
Ｒ
Ｐ
―
Ｗ
Ａ
Ｈ
―
Ｓ
Ｒ

１
」
と
「
Ｒ
Ｐ
―
Ｗ
Ａ
Ｈ
―

Ｓ
Ｒ
２
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
軽
量
で
コ
ン

パ
ク
ト
な
設
計
と
同
梱
の
取

り
付
け
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
に
よ
り

壁
面
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
へ
の

取
り
付
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
へ
の
設
置
が
可
能
で

き
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
に
も
対

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
レ
バ

ー
式
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
コ
ネ
ク

タ
ー
「
２
２
１
シ
リ
ー
ズ
」

に
つ
い
て
、
原
料
の
一
部
に

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
使
用
し
た
、
環
境
配
慮

型
の
「
２
２
１
シ
リ
ー
ズ
Ｇ

利
用
し
た
ワ
ン
タ
ッ
チ
コ
ネ

ク
タ
ー
で
、
従
来
品
の
Ｗ
Ｆ

Ｒ
シ
リ
ー
ズ
と
同
じ
品
質
と

認
証
を
取
得
し
な
が
ら
、
レ

バ
ー
が
緑
色
に
な
っ
て
い
て

環
境
配
慮
型
を
示
し
て
い

の
ま
ま
置
き
換
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
ス
カ
ラ
型
は
、
片
腕
４

軸
、
腰
１
軸
の
合
計
９
軸
で

構
成
さ
れ
、
従
来
の
ス
カ
ラ

ロ
ボ
ッ
ト
動
作
に
加
え
て
、

腰
軸
の
回
転
に
よ
り
、
配
膳

等
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
両
腕

を
使
用
し
た
組
み
立
て
や
搬

送
作
業
に
適
し
て
い
る
。
操

作
が
し
や
す
く
、
重
力
方
向

へ
の
剛
性
が
高
い
た
め
、
鉛

直
方
向
の
作
業
や
水
平
方
向

へ
の
搬
送
な
ど
、
幅
広
い
用

途
で
従
来
の
人
作
業
を
自
動

化
で
き
る
。

　
教
示
は
、
教
示
装
置
と
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
テ
ィ

ー
チ
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
採
用

し
、
教
示
機
能
＋
３
Ｄ
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
機
能
を

同
一
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
実
行
、

互
い
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
移
行
で
き
、

オ
フ
ラ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
や
現

場
の
立
上
作
業
の

ス
ト
レ
ス
を
軽

減
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
ツ
ー
ル
は
ビ

ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
採
用
。
動
作
パ
タ
ー
ン
の

ブ
ロ
ッ
ク
を
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド

ロ
ッ
プ
す
る
だ
け
で
、
視
覚

的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
で

き
る
。
外
部
接
続
な
ど
高
度

な
記
述
は
Ａ
Ｉ
と
親
和
性
の

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

「
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
」
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
も
可
能
。

長
尺
ワ
ー
ク
の
搬
送
も
双
腕

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
両
腕
把
持

＋
旋
回
で
対
応
で
き
、
省
ス

ペ
ー
ス
化
が
可
能
。
ワ
ー
ク

の
固
定
治
具
や
反
転
治
具
を

必
要
と
す
る
作
業
で
も
、
双

腕
な
の
で
片
腕
で
持
っ
た

り
、
押
さ
え
た
り
し
な
が

ら
、
も
う
片
方
で
別
作
業
が

で
き
、
専
用
治
具
を
減
ら
す

こ
と
も
で
き
る
。

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」

を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

材
料
と
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
を

る
。
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
レ
バ
ー

の
３
分
の
２
は
従
来
品
の
Ｗ

Ｆ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
よ
り
も
環
境

に
配
慮
し
た
原
料
を
使
用
し

て
構
成
さ
れ
て
い
て
、
レ
バ

ー
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
リ
ブ

チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
を

27
％
以
上
使
用
。
ハ
ウ
ジ
ン

グ
は
バ
イ
オ
マ
ス
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
を
77
％
使
い
、
ポ

リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の
製
造
過

程
で
最
大
87
％
の
Ｃ
Ｏ
２

を

削
減
。
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
　
Ｐ
Ｌ
Ｕ

Ｓ
認
証
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー

ト
を
使
用
し
て
お
り
、
電
気

設
備
を
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

に
し
て
い
る
。
ま
た
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
も
30
％
に
草
繊
維
、

70
％
に
再
生
紙
を
使
う
こ
と

で
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
。

10
Ａ
で
自
由
に
設
定
で
き

る
。

　
ま
た
瞬
時
性
に
優
れ
た
ト

リ
ッ
プ
特
性
を
持
ち
、
過
電

流
検
知
時
に
素
早
く
確
実
に

ト
リ
ッ
プ
す
る
こ
と
で
他
回

路
へ
の
影
響
を
防
止
。
緑
と

赤
、
オ
レ
ン
ジ
の
３
色
Ｌ
Ｅ

Ｄ
付
ボ
タ
ン
で
チ
ャ
ン
ネ
ル

ご
と
に
状
態
を
目
視
確
認
で

き
る
。
Ｄ
Ｉ
／
Ｄ
Ｏ
通
信
機

能
で
、
上
位
Ｐ
Ｌ
Ｃ
か
ら
Ｄ

Ｏ
に
よ
る
監
視
や
、
Ｄ
Ｉ
に

よ
る
リ
セ
ッ
ト
な
ど
リ
モ
ー

ト
操
作
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

応
し
自
由
度
の
高
い
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
可

能
と
す
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
８
０
２
・
11
ａ

ｈ
規
格
準
拠
で
サ
ブ
ギ
ガ
帯

の
通
信
を
使
用
し
、
従
来
の

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
製
品
（
２
･
４

Ｇ
Hz
／
５
Ｇ
Hz
／
６
Ｇ
Hz
）

よ
り
電
波
干
渉
回
避
、
壁
な

ど
の
透
過
性
と
障
害
物
の
回

折
性
向
上
に
よ
り
長
距
離
通

信
が
可
能
。
高
度
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
規
格
Ｗ
Ｐ
Ａ
３
／
Ｗ

Ｐ
Ａ
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
伝
送
距
離
に
優
れ
た
９
２

０
Ｍ
Hz
帯
無
線
に
対
応
し
、

障
害
物
が
あ
っ
て
も
伝
送
距

離
（
約
１
㌔
㍍
）
を
伸
ば

せ
、
電
波
が
混
在
し
て
い
る

環
境
下
で
も
安
定
し
た
通
信

が
可
能
。

　
規
格
上
は
、
１
５
０
Ｋ
ｂ

ｐ
ｓ
〜
13
・
５
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
の

高
速
通
信
が
可
能
で
あ
り
、

実
証
テ
ス
ト
で
は
１
Ｍ
ｂ
ｐ

ｓ
の
速
度
で
動
画
伝
送
を
確

認
し
、
従
来
で
は
不
可
能
な

離
れ
た
場
所
の
監
視
カ
メ
ラ

な
ど
の
映
像
を
無
線
化
す
る

こ
と
も
可
能
。

　
別
売
の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー

や
５
〜
35
Ｖ
Ｄ
Ｃ
の
直
流
電

源
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
給
電
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
電
源
供
給
に
対
応
。 

周
囲
温
度
環
境
は
マ
イ
ナ
ス

20
〜
プ
ラ
ス

60
度
に
対
応
し
、
寒
冷
地
や

高
温
な
場
所
で
も
使
用
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

芝浦機械 双腕協働ロボット

ヒト型、スカラ型の２機種

サ
ン
コ
ー
シ
ャ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ

絶
縁
型
Ｃ
ａ
ｔ
６
Ａ
対
応

ケ
ー
ブ
ル
を
予
知
保
全

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

ＬＡＰＰ

　
サ
ン
コ
ー
シ
ャ
は
、
10
Ｇ

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
―
Ｔ
に
対
応
し
た

絶
縁
型
Ｃ
ａ
ｔ
６
Ａ
対
応
Ｌ

Ａ
Ｎ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｌ
Ａ
Ｎ
―

Ｃ
Ａ
Ｔ
６
Ａ
―
Ｉ
Ｓ
」
を
発

売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
10
Ｇ
Ｂ
ａ
ｓ

ｅ
―
Ｔ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
を
保
護
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
で
、

接
地
に
接
続
し
な
く
て
も
機

器
を
保
護
で
き
る
絶
縁
型
の

た
め
簡
単
に
設
置
で
き
、
35

㍉
㍍
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
へ
も
設

置
で
き
る
。

　
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
は
、
加
工
機
械

や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ー
タ

ケ
ー
ブ
ル
の
状
態
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
、
予
知
保
全
も
で

き
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
バ
イ

ス
「
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
機
械
と
制
御

盤
の
間
に
接
続
し
、
機
械
か

　
10
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
の
保
護
、
マ
ル
チ
ギ
ガ

ビ
ッ
ト
、
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

（
２
・
５
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
―

Ｔ
、
５
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
―
Ｔ
）

の
保
護
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ

メ
ラ
の
保
護
、
オ
フ
ィ
ス
Ｐ

Ｃ
の
保
護
で
の
利
用
を
想
定

し
て
い
る
。

同
時
に
抜
き
差
し

２
連
用
ク
リ
ッ
プ

ヘ
ラ
マ
ン
タ
イ
ト
ン

　
ヘ
ラ
マ
ン
タ
イ
ト
ン
は
、

２
連
用
ク
リ
ッ
プ
「
Ｌ
Ｃ
コ

ネ
ク
タ
ク
リ
ッ
プ
」
を
発
売

し
た
。
同
製
品
は
、
Ｌ
Ｃ
コ

ネ
ク
タ
二
つ
を
一
つ
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に

抜
き
差
し
で
き
る
２
連
用
ク

リ
ッ
プ
。
送
信
用
・
受
信
用

と
し
て
二
つ
の
Ｌ
Ｃ
コ
ネ
ク

タ
を
使
い
分
け
る
場
合
、
誤

接
続
や
誤
抜
去
の
防
止
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク

リ
ッ
プ
の
厚
み
が
薄
い
の
で

干
渉
せ
ず
に
Ｌ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ

高
密
度
ポ
ー
ト
へ
上
下
に
並

べ
て
取
り
付
け
可
能
。
装
着

済
み
Ｌ
Ｃ
コ
ネ
ク
タ
へ
の
後

付
け
も
容
易
に
で
き
る
。
酸

素
指
数
28
％
の
原
材
料
を
採

用
し
て
お
り
、
難
燃
性
に
優

れ
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た

非
常
停
止
ス
イ
ッ
チ

シ
ュ
メ
ア
ザ
ー
ル

　
シ
ュ
メ
ア
ザ
ー
ル
は
、
ワ

イ
ヤ
ロ
ー
プ
式
非
常
停
止
ス

イ
ッ
チ
「
Ｚ
Ｑ
シ
リ
ー
ズ
」

に
つ
い
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
化

し
た
「
Ｚ
Ｑ
２
１
５
」
「
Ｚ

Ｑ
３
１
５
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
亜
鉛
ダ
イ
キ

ャ
ス
ト
製
の
金
属
製
筐
体
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
堅
牢
の

ら
伸
び
る
デ
ー
タ
ケ
ー
ブ
ル

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
診
断

し
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
と
し

て
示
す
固
定
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
バ
イ
ス
。
高
速
で
強
力
な

捻
転
を
伴
う
激
し
い
可
動
で

ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
い
る
場

合
、
断
線
な
ど
で
予
期
せ
ぬ

ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
が
発
生
し
、

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
式
の
非
常
停

止
ス
イ
ッ
チ
。

　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
は
最
大
25

㍍
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
、
広
い
範
囲
を
１
台
で
カ

バ
ー
で
き
る
。

　
マ
イ
ナ
ス

30
度
か
ら
プ
ラ
ス

80
度
の
幅

広
い
周
囲
温
度
で
使
用
可
能

で
き
、
Ｉ
Ｐ
67
／
Ｉ
Ｐ
66
の

高
い
保
護
等
級
で
、
屋
外
で

の
使
用
や
鉱
山
や
重
工
業
、

原
材
料
加
工
の
よ
う
な
過
酷

な
環
境
で
も
使
え
る
耐
久
性

と
な
っ
て
い
る
。

生
産
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
ケ

ー
ブ
ル
の
状
態
を
監
視
し
、

計
画
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

よ
る
稼
働
率
の
向
上
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の
削
減
に

加
え
、
自
動
パ
ラ
メ
ー
タ
化

に
よ
る
簡
単
な
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
や
既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

造
へ
の
統
合
、
Ｍ
Ｑ
Ｔ
Ｔ
プ

ロ
ト
コ
ル
に
よ
る
信
頼
性
の

高
い
通
信
な
ど
が
可
能
と
な

る
。

LAN―CAT6A―IS
コ
ン
テ
ッ
ク

イーサネット無線コンバータ

最大１㎞長距離伝送

787―366xシリーズ

ヒト型
「RIDRS―H」

スカラ型
「RIDRS―S」

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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創業40周年を迎えたアドバンテックの現在と未来

AI×IoT、エッジコンピューティングに活路

FAトップインタビュー

欧・米、日本 トレンドの違い

AVP of インダストリアル
Jash Bansidhar氏

売上高3700億円規模まで成長
共創で差別化図る

　―アドバンテックの状況について教えてください
　現在社員は約9000人、売り上げは約25億㌦（約3700
億円）の規模になりましたが、従来の産業用PCだけ
では競争を勝ち残っていくのは厳しいと見ています。
特に台湾、中国のメーカーが力をつけてきているの
で、今後は共創によるソリューション提供により、差
別化を図っていく予定です。2023年は市況が厳しく、
中国市場が特に苦戦してしまっているのが現状です。
グローバルではシュナイダーエレクトリック、シーメ
ンス、ロックウェルオートメーションなどが競合だと
思われていますが、そうとは考えていません。

ＡＩと共創で次のステップへ

アドバンテック
創業者 KC Liu氏

AI×IoTがこれからの鍵に
　―AIに対する取り組みを教えてください
　機械学習に代表される従来のAIは、ビジネスに対
するインパクトはそれほど大きくなかったのですが、
生成AIの登場でその環境は激変しました。実際にこ
こ数カ月で世界のプレイヤーも様変わりしています。
今後、領域毎に機能を統合したソリューションがビジ
ネスモデルとしても優れたものになっていくと見てい
ます。
　AIは「インダストリー4.0」に比べてもインパクト
が大きく、今後AIが「インダストリー4.0」を飲み込
んで行くと思います。アジア、台湾ではすでに「イン
ダストリー4.0」という言葉は使われなくなりまし
た。今後はAI×IoTにこだわって事業を展開していく
つもりです。

より低コストで装置同士がつながり
若手が活躍する世界へ

　―製造業がより魅力的になるためには何が必要で
すか？
　装置同士の連携が必要だと思います。今でも「各装
置がネットワークにつながって、それらのデータを利
活用すべき」と言われていますが、実際はつながって
いません。また、その「つなげる」ことを日本企業が
やろうとすると、システムインテグレーションコスト
が高くなってしまうという現状もあります。早く、安
くつなげられるようにするのが、より製造業が魅力的
になるために必要なことだと思います。また、若手が
活躍する場を作る必要もあります。製造業にはAIを
活用する場がたくさんありますし、非常にエキサイテ
ィングな業種です。AIを活用できる人がどんどんこ
の業界に入ってきてもらい、活性化してほしいです。

　―欧州地域を統括されていますが、各地域でのIoT
への取り組みに違いはありますか？
　明確にあります。例えばEUではドイツが先頭とな
ってIoTの取り組みが進められていますが「標準化」
が徹底されています。また、日本では自動車業界がリ
ードし、「品質」に対しての取り組みが進んでいま
す。一方米国は「Made in USA」が価値を持ち、製
造業の国内回帰が顕著です。

EV化で自動車の作り方・制御も変わる
　―業界ごとにIoTへの取り組みに対する違いはあり
ますか？
　自動車業界がIoTへの取り組みをリードしているの
は各地域共通ですが、業界ごとに違いはあります。特
に物理的な違いは分かりやすいです。
　自動車業界はPLCで装置を制御しますが、半導体

業界はもともとPCでの制御が基本です。当然PC制御
の方がIoTとの親和性は高いです。今後自動車の動力
もエンジンからモーターに変わり、EVが主力となっ
てくると作り方も変わってくると思われ、パートナー
と一緒に提案を強化していきたいと考えています。
　―30年の経験の中で、ものづくりで変わったこと
・変わらなかったことを教えてください
　半導体は外注化が進みました。一方で、アジア中心
に行われてきたローコスト製品の製造も含めて、製造
業のEU回帰が始まっています。ロボットや自動化技
術の活用が必要です。

裾野が広い製造業に注目
　―注目しているマーケット（地域、業界）を教え
てください
　製造領域に注目しています。特に、装置製造業、食

品・飲料業界などにも関心があります。ただし、製造
現場だけではありません。サプライチェーン、物流、
エネルギーマネジメントなど、広い意味で注目してい
ます。

共創とイノベーションがアドバンテックの強み
　―アドバンテックの強みについて教えてください
　創業者の考えでもある「共創」「イノベーション」
などが文化として浸透しているという〝DNA〟が強
みだと感じています。IoTについてもどこよりも早く
着目し、世界最先端のビジョン「Enab l i ng  an 
Intelligent Planet」が浸透しているのも一例です。
私たちのビジネスは全ての産業につながるという非常
に魅力的なものでもあり、このDNAを次世代につな
げていくことも重要だと感じていますし、非常にやり
がいも感じています。

　アドバンテックは10月26日と27日、台湾（台北）に構える同社・林口キャンパスで、創業40周
年を迎えるアドバンテックの「過去」「現在」の理解を深め「未来」を示すワールドパートナーカ
ンファレンス「2023　Advantech Industrial IoT World Partner Conference」を開催。カンファ
レンスでは、AIとエッジコンピューティング活用をテーマに講演や展示が行われ、北米、欧州、日
本、韓国、アジアなど約60の国と地域から、共創パートナー約800人が集まった。
　製造業の未来とAI、エッジコンピューティングに加え、アドバンテックの現状とこれからのつい
て、創業者のKC Liu氏と、AVP of インダストリアルIoTのJash Bansidhar氏に話を聞いた。
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きず、開閉器内で
用いられる絶縁部
品に廃棄やリサイ
クル性を考慮した
材料の使用が求め
ら れ て い る 。 今
回、同社は環境配
慮したストライカ
引外し式限流ヒュ
ーズ付高圧交流負荷開閉器を開発した。

■�フエニックス・コンタクト、国際ロボット展で
紹介したイチオシ製品紹介動画を公開

　フエニックス・コンタクトは、先日行われた国際ロ
ボット展・IREXに出展し、そこで出品した製品・技
術の中で、イチオシ製品3種を3分で紹介する動画を
公開した。
　動画では、定格1000V24Aで6.35㍉㍍ピッチの大電
流用プリント基板用端子台「SPC4シリーズ」、電
源、通信、信号を
1つのコネクタと
ケーブルで伝送で
きる金属製丸型ハ
イブリッドコネク
タ 「 S H シ リ ー
ズ」、シングルペ
アイーサネット対
応製品として「SPEコネクタ」「SPE対応スイッチ
ングハブ（マネージドスイッチ）」を紹介している。

■�ワゴジャパン、静岡オフィスの住所表記を変更
　ワゴジャパンは、静岡県浜松市の区再編に伴い、
2024年1月1日から同社静岡オフィスの住所表記を変
更する。変更後は、静岡県浜松市中央区田町223―21
ビオラ田町。

■�日立、国内向けのエネルギー＆ファシリティマ
ネジメントサービス事業強化に向けて会社分割

　日立製作所は、国内向け事業であるエネルギー＆フ
ァシリティマネジメントサービス事業の強化・拡大に
向け、同事業や分散型電源ソリューション事業などを
担うエネルギー事業統括本部のカーボンニュートラル
事業部を、会社分割によって、100%子会社の日立パ
ワーソリューションズに承継する。
　カーボンニュートラル事業部が有する、エネルギー
＆ファシリティマネジメントサービスや分散型電源ソ
リューションなどのカーボンニュートラル関連事業に
関するコンサルティング、設計、製品・システム導
入、サービス提供、品質保証などの機能を日立パワー
ソリューションズに承継する。

■�パナソニック、配線器具、電路機器、電設盤、
配管機材、住宅システムなど価格改定

　パナソニックエレクトリックワークス社は、配線器
具、電路機器、電設盤、配管機材、住宅システムの各
商品群について、2024年4月1日から価格改定を行
い、5～50％の値上げをする。対象商品は、配線器具
のスイッチ・コンセントなど（コスモシリーズワイド
21、フルカラーなど）、電路機器のブレーカ、タイ
ムスイッチなど、電設盤のアロー盤・Uオーダー・キ
ャビネットなど、配管機材の電線管・付属品・引き込
みポール・樹脂可とう管、ダクト、ACアクセサリー
など、住宅システムの電気錠・警戒スイッチなど。

■�三菱電機、特別コラム「愛すべき後輩たちへ」
最終回「女性もぜひキャリアアップを目指して
ください！」公開

　三菱電機は、FAデジタルマガジン「The Art of 
Manufacturing―ものづくり」で、特別コラム「愛す
べき後輩たちへ」の第4回「女性もぜひキャリアアッ
プを目指してください！」（最終回）を公開した。
　ものづくりの世界で働く女性たちがその魅力と可能
性について語り
合った特別コラ
ムで、最終回と
なる4回目は、
女性がもっと生
き生きと働くた
めの考え方や行動について、それぞれの経験に基づく
助言・金言、座談会の締めくくりには、愛すべき後輩
に向けた先輩たちからの心のこもったメッセージを紹
介している。

■�富士電機、「富士電機技報」の新製品紹介論文
「デザインを一新した『コマンドスイッチ』」
公開

　富士電機は、技報「富士電機技報」の新製品紹介論
文として「デザインを一新した「コマンドスイッチ」
（φ16系、φ22系）」（著・高野芳弘氏）を公開し
た。
　近年、工作
機械メーカー
などでは商品
価値を向上さ
せるため、製
品構成要素で
ある「コマン
ドスイッチ」
に対しても従
来のFQCDだ
けでなくデザ
イン要素が新
たに要求され
るようになり、次世代の機械や装置などに採用される
ための重要な要素となっている。φ16系コマンドス
イッチは、1978年の発売当初からデザインを変更す
ることなく350種類以上の機種を生産してきたが、44
年を経て、ユーザーからデザインの刷新を求められる
ようになり、このたび次世代の機械、装置にも親和す
るデザインに製品を一新して発売した。

■�富士電機、「富士電機技報」の新製品紹介論文
「ストライカ引外し式限流ヒューズ付高圧交流
負荷開閉器」公開

　富士電機は、技報「富士電機技報」の新製品紹介論
文として「ストライカ引外し式限流ヒューズ付高圧交

　SPEは次世代イーサネット規格として徐々に実用
化が進みつつあり、従来は2ペアまたは4ペア（8極）
で行っていたイーサネット通信を1ペア（2極）で行
う技術で、データ伝送と電力供給を重畳し伝送を行う
ことが可能（PoDL対応）。
　DZ17シリーズは、IEC63171-6規格適合コネクタ
（非防水タイプ）で、IEEE802.3cg/bw/bpのイーサ
ネ ッ ト 規 格 に 対 応 し 、 デ ー タ レ ー ト は
10Mbps/100Mbps/1Gbps、定格電流4A、定格電圧
60VDC、保護等級IP20、引張強度は50N以上、挿抜
寿命1000回。

■�山洋電気、2024年4月から社内カンパニー制
を導入

　山洋電気は、クーリングシステム事業部、パワーシ
ステム事業部、サーボシステム事業部の3事業部によ
る経営体制を再編し、2024年4月1日から社内カンパ
ニー制を導入する。新組織（旧組織）は、サンエース
カンパニー（クーリングシステム事業部）、エレクト
ロニクスカンパニー（パワーシステム事業部・サーボ
システム事業部（アンプ・ドライバ部門））、モーシ
ョンカンパニー（サーボシステム事業部（モータ部
門））。

■�NSKと東工大、「NSKトライボロジー協働研
究拠点」を設置

　日本精工（NSK）と東京工業大学は、東工大すず
かけ台キャンパス内に「NSKトライボロジー協働研
究拠点」を設置した。
　両者と2020年からベアリングをはじめとした転が
り機械要素のトライボロジーを解明するための鍵とな
る技術である材料、
潤滑、力学の3分野
の個別の共同研究を
推進してきた。同所
で は 、 こ れ ま で 材
料、潤滑、力学それ
ぞれ個別に行ってい
た研究3分野を総合
的に研究し、NSK単独では解決が困難な課題につい
て、本質を理解して現象を解明すると同時に、従来の
研究をより深化させ、転がり軸受製品の寿命延長や性
能向上など、高機能な軸受製品や直動製品の創出につ
ながる画期的なソリューションを産み出していく。ま
た両者の研究者が相互交流を緊密に行い、高度な基礎
研究を推進できる人材の育成にも継続的に取り組む。

■�日本トムソン（IKO）、3月12・13日に熊本
でプライベートショー開催

　日本トムソン（IKO）は、2024年3月12・13日に、
熊本県のグランメッセ熊本で、MEKASYS（メカシ
ス）と共同でプライベートショーを開催する。

■�カナデン、製品サイト2周年キャンペーン　ア
ンケート回答者には抽選で10人にデジタルギ
フト券2000円分進呈

　カナデンは、取り扱い可能な製品やソリューショ
ン、工事および施工業者情報を網羅した情報サイト
「カナデン製品サイト」について、オープン2周年を
記念したキャンペーンを実施している。簡単なアンケ
ートに回答した人の中から抽選で10人にデジタルギ
フト券2000円分をプレゼントしている。応募期間は
2024年1月23日まで。

流 負 荷 開 閉 器 」
（著・小野簡士氏
・徳永圭秀氏）を
公開した。
　近年の「プラス
チックに係る資源
循環の保進などに
関する法律」など
により、環境への
影響を考慮した樹
脂材料の使用が幅
広い産業分野に求
められており、産
業設備においても
無視することはで

■�東芝、無線LANと共存するマイクロ波遠隔給
電システムを開発　バッテリレスのセンシング
等への応用に期待

　東芝は、離れた場所に電力を無線で送ることができ
るマイクロ波遠隔給電システムについて、世界で初め
て周辺の無線LAN（Wi-Fi）通信に干渉することな
く、狙った場所に効率良く電力を送る（給電）ことが
できる干渉回避機能を搭載した「給電技術」と、受電
アンテナの向きにかかわらず高効率に電力を受け取る
ことができる「受電技術」を開発した。
　同技術は、無線LANと産業機器用の数多くのIoTセ
ンサを活用する工場の製造現場や物流倉庫などでの応
用が期待でき、センサをバッテリーレスで動作して絶
え間なく動く製造現場を効率的に継続してセンシング
し、DX化や省人化の進展による生産性向上、カーボ
ンニュートラルに向けた取り組みにも貢献する。

■�東芝と東芝インフラシステムズ、ローカル5G
と電波マップによる移動ロボット群のリアルタ
イム制御に成功

　東芝と東芝インフラシステムズは、電波マップに基
づきロボットの移動経路を制御する技術を世界で初め
て開発し、ローカル5Gを活用したサーバー集約型技
術で移動ロボット群のリアルタイム制御に成功した。
　ロボットの「頭脳」に当たる機能はサーバー側に集
約し、ロボット本体は「運ぶ」機能に絞ることで、ロ
ボット1台当たりのコストと消費電力を低減。これに
より中・大規模の物流倉庫や工場などの自動搬送シス
テムの導入コストを約10％低減し、ロボットの消費
電力も約14%低減され稼働率が約16％向上する見込
み。
　さらに、複数の同種類・同サイズのロボットが協調
して一つの荷物を挟みこみ搬送する協調搬送技術も開
発し、搬送する荷物の大きさ・重さに応じて、異なる
種類・サイズのロボットを導入する必要がなく、自動
搬送システムの導入コストをさらに低減できる。

■�NECファシリティーズ、NTT厚木研究開発セ
ンタ廃液処理設備の制御盤更新を受注

　NECファシリティーズは、NTT厚木研究開発セン
タ廃液処理棟内の制御盤設備更新の設計と施工を受注
した。稼働開始
は2024年8月を
予定している。
　同社はこれま
でも同研究開発
センタの環境付
帯設備の構築や
リニューアルを
手掛けており、
設備稼働状況や特性、工程を熟知し、複雑な工事も停
止リスク回避を最優先に安全・安心な工事を実施して
きた点が高く評価された。
　今回の改修では、廃液処理設備の安定稼働かつ監視
機能向上を目的とし、設備運用・現場管理で培った豊
富な知見とIoT技術を組み合わせて遠隔での確認操作
やIT機器による合理的なデータ管理ができ、施設全
体最適化を可能とする。

■�日本航空電子、次世代シングルペアイーサネッ
トコネクタ「DZ17シリーズ」開発中

　日本航空電子工業（JAE）は、次世代シングルペア
イーサネット（SPE）コネクタとして「DZ17シリー
ズ」を開発している。

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/
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た

い
て
い
の
場
合
、
駅
ビ
ル
と

か
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
行
っ

て
、
そ
の
中
に
あ
る
イ
ン
ス

ト
ア
ベ
ー
カ
リ
ー
（
店
内
工

房
）
に
行
き
、
気
に
入
っ
た

お
い
し
そ
う
な
パ
ン
を
一
つ

（
時
々
二
つ
）
買
っ
て
、
電

車
の
中
で
食
べ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
同
じ
ス
ー
パ
ー

の
パ
ン
売
り
場
に
行
け
ば
、

袋
に
入
っ
た
も
っ
と
値
段
の

安
い
パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
こ
に
は
行
き
ま

せ
ん
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
た
時
に
、
こ
の
パ
ン
の
事

例
は
、
こ
れ
か
ら
中
小
の
製

造
業
が
進
む
べ
き
方
向
を
考

え
る
例
に
な
る
と
思
っ
た
の

で
す
。

ス
ー
パ
ー
の
パ
ン
売
り
場

に
並
ん
で
い
る
た
く
さ
ん
の

パ
ン
の
多
く
は
、
大
手
メ
ー

カ
ー
の
商
品
で
す
。
生
産
性

の
高
い
大
き
な
工
場
で
造
っ

た
も
の
を
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ん
で
き
て
い
る
大
量
生
産
品

で
す
。
た
く
さ
ん
の
種
類
の

パ
ン
が
袋
に
入
っ
た
状
態
で

並
ん
で
い
て
、
値
段
も
安
い

の
で
す
が
、
こ
の
移
動
の
際

に
食
べ
た
い
パ
ン
は
そ
の
日

一
生
懸
命
働
い
た
私
へ
の
さ

さ
や
か
な
ご
褒
美
で
す
の

で
、
選
び
ま
せ
ん
。
や
は
り

イ
ン
ス
ト
ア
ベ
ー
カ
リ
ー
の

パ
ン
の
方
が
魅
力
的
だ
か
ら

で
す
。

　
こ
の
大
手
メ
ー
カ
ー
に
対

し
て
、
中
小
メ
ー
カ
ー
が
、

少
し
で
も
生
産
性
の
高
い
設

備
を
導
入
し
て
作
業
訓
練
を

行
っ
て
大
手
メ
ー
カ
ー
と
同

じ
商
品
を
作
っ
て
も
勝
ち
目

は
薄
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し

イ
ン
ス
ト
ア
ベ
ー
カ
リ
ー
を

始
め
た
ら
ば
話
は
別
だ
と
思

い
ま
す
。
多
品
種
少
量
で
お

い
し
い
パ
ン
を
店
内
で
焼
い

て
、
出
来
た
て
を
ち
ょ
っ
と

ず
つ
出
す
の
で
す
。
少
々
高

く
て
も
売
れ
る
し
、
お
客
さ

ま
の
評
価
も
生
で
聞
い
て
、

改
良
や
新
作
に
生
か
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

　
出
張
先
で
仕
事
を
終
え
て

次
の
場
所
に
移
動
す
る
際
、

私
は
し
ば
し
ば
と
い
う
か
、

い
つ
も
と
い
う
か
、
何
か
軽

い
食
べ
物
を
口
に
入
れ
た
い

と
思
う
の
で
す
。
そ
の
時
ど

技
術
者
が
デ
ー
タ
の
同
等
性
を
技
術
的
に
判
断
で
き
な
い

統計学習得する仕組みづくりを

製造業・世界と戦う担い手づくり

エキスパート 待望待望▶84

　
作
っ
た
も
の
が
人
に
よ
っ
て
違

う
か
否
か
、
原
料
を
変
え
た
こ
と

に
よ
っ
て
製
品
性
能
に
違
い
が
あ

る
か
、
製
造
条
件
を
変
更
し
た
こ

と
に
よ
る
品
質
へ
の
影
響
は
な
い

か
。

　
製
造
業
に
お
け
る
技
術
者
は
し

ば
し
ば
、
「
変
更
前
後
で
違
い
は

な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
判
断
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
同
等
性
判
断
を
ど
う
す
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
の
振
る
舞
い

に
よ
っ
て
そ
の
技
術
者
の
力
量
が

良
く
見
え
ま
す
。

感
覚
論
が
優
位
に
な
る

危
機
的
傾
向

　
同
等
性
判
断
を
求
め
ら
れ
る
局

面
で
、
技
術
者
の
技
術
力
が
低
下

し
て
き
た
と
実
感
す
る
瞬
間
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
最
も
大
き

い
の
は
「
同
等
か
否
か
を
感
覚
論

で
判
断
し
よ
う
と
す
る
」
と
い
う

話
し
合
い
や
技
術
報
告
書
を
読
ん

だ
時
で
す
。

　
場
合
に
よ
っ
て
は
声
の
大
き
い

担
当
者
の
鶴
の
一
声
で
方
向
性
が

決
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
「
立
場
や

職
場
空
気
」
と
い
う
「
技
術
と
は

全
く
無
関
係
な
不
可
解
な
パ
ラ
メ

ー
タ
」
で
技
術
的
な
判
断
を
す
る

と
い
う
、
私
か
ら
見
る
と
全
く
理

解
で
き
な
い
こ
と
が
い
く
つ
も
あ

同
等
性
判
断
に
有
効
な

統
計
学
の
ス
キ
ル

　
結
論
か
ら
言
う
と
統
計
学
が
技

術
者
が
同
等
性
を
判
断
す
る
際
の

武
器
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
条
件
の

異
な
る
２
つ
の
母
集
団
の
平
均

値
、
す
な
わ
ち
２
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
同
じ
平
均
的
な
数
値
を
示
す
か

否
か
を
判
断
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
「
ｔ
検
定
」
が
有
効
で
す
。

　
具
体
的
に
は
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
よ

う
な
表
計
算
ソ
フ
ト
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
「
デ
ー
タ
分
析
」
と
い

う
ア
ド
イ
ン
を
使
え
ば
検
証
を
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
「
一
対
の

標
本
に
よ
る
ｔ
検
定
」
と
い
う
コ

マ
ン
ド
を
使
え
ば
検
定
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
３
つ
以
上
の
母
集
団
の
平
均
値

に
有
意
差
が
あ
る
か
否
か
を
調
べ

た
い
の
で
あ
れ
ば
、
分
散
分
析
を

使
う
の
が
妥
当
で
す
。
こ
ち
ら
も

例
え
ば
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
あ
れ
ば

「
一
元
配
置
分
散
分
析
」
を
使
う

こ
と
で
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　
詳
細
は
割
愛
し
ま
す
が
、
一
元

配
置
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
変
数
に

対
す
る
検
定
な
の
で
、
２
つ
の
変

数
に
よ
る
平
均
値
の
有
意
差
を
見

た
い
場
合
は
二
元
配
置
を
使
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
「
母
集
団
間
に
平

り
ま
す
。

　
ま
た
技
術
力
の
あ
る
程
度
高

い
、
も
し
く
は
高
い
と
自
負
し
て

い
る
企
業
で
は
、
研
究
論
文
や
専

門
書
を
参
考
に
議
論
を
展
開
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
仮
説
を
立

て
、
技
術
的
論
の
裏
付
け
を
す
る

の
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
基
礎
技

術
力
を
高
め
る
と
い
う
観
点
で
も

異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
む
し
ろ
、
的
確
な
判
断
を
す
る

に
は
好
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。
し

か
し
、
「
同
等
性
を
〝
判
断
〞
す

る
」
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
る
と

こ
ろ
で
は
、
仮
説
を
唱
え
た
と
し

て
も
そ
れ
だ
け
で
は
「
前
進
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
根
本

的
な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
技
術
的
理
論
や
仮
説
を
踏
ま

え
、
結
局
そ
れ
が
同
等
な
の
か
否

か
を
「
判
断
す
る
」
と
い
う
こ
と

が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
し
て
も
理
屈
を
い
く
ら
聞

か
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
同
等

性
を
判
断
す
る
と
い
う
に
は
情
報

が
不
十
分
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
判
断
で

き
な
い
と
い
う
苦
し
い
状
況
に
置

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、
技
術
者
が
同
等
性
を
判

断
す
る
の
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
何

で
し
ょ
う
か
。

均
値
の
差
は
な
い
」
と
い
う
帰
無

仮
説
を
立
て
、
そ
れ
が
統
計
学
的

に
妥
当
か
否
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
こ
の
有
意
水
準
を

５
％
（
α
＝
０
・
05
）
に
設
定

し
、
検
定
の
結
果
算
出
さ
れ
る
ｐ

値
（
ｔ
検
定
の
場
合
は
片
側
検

定
）
が
０
・
05
よ
り
下
回
れ
ば
、

上
記
の
帰
無
仮
説
は
棄
却
さ
れ
、

つ
ま
り
平
均
値
に
は
差
が
あ
る
と

い
う
判
断
に
な
り
ま
す
。

　
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
「
複

数
の
グ
ル
ー
プ
は
同
等
で
は
な

く
、
有
意
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
」
と
い
う
判
断
を
す
る
こ
と
と

同
じ
に
な
る
の
で
す
。

理
論
は
き
ち
ん
と

押
さ
え
る

　
前
述
の
通
り
統
計
学
は
同
等
性

を
技
術
的
、
つ
ま
り
客
観
的
に
判

断
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
一
方
、

課
題
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
技
術

者
は
き
ち
ん
と
理
論
の
概
要
を
理

解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
機
械
的
に
で
き
て
し
ま
う
の

で
、
意
味
も
理
解
せ
ず
に
検
定
だ

け
を
行
う
の
は
あ
ま
り
に
も
危
険

で
す
。
い
く
つ
か
推
奨
で
き
る
専

門
書
は
あ
り
ま
す
が
、
次
の
図
書

が
最
も
実
践
的
で
か
つ
的
確
な
内

容
で
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
購

入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
【
新
編
　
統
計
的
方
法
（
日
本

規
格
協
会
）
森
口
　
繁
一
　
編
】

ア
ド
イ
ン
を
使
わ
な
く
と
も
、

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
だ
け
で
計
算
で
き
る

上
、
必
要
に
応
じ
て
電
卓
で
も
計

算
で
き
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
図

書
を
読
む
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
手
計
算
の
も
の
と
、
ア
ド
イ
ン

で
計
算
し
た
結
果
が
同
じ
に
な
る

か
を
一
度
見
て
み
る
、
と
い
う
く

ら
い
の
取
り
組
み
は
技
術
者
で
あ

れ
ば
不
可
欠
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

理
論
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
が
こ

の
手
の
検
定
に
は
前
提
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
が
例
え
ば
「
各
母
集
団

デ
ー
タ
が
正
規
分
布
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
前
提
に
の
っ
と
ら
な
い
と

絶
対
に
検
定
は
意
味
が
な
い
と
は

言
い
ま
せ
ん
が
、
正
規
分
布
か
否

か
を
き
ち
ん
と
検
定
し
、
仮
に
正

規
分
布
で
な
け
れ
ば
、
「
正
規
分

布
で
あ
る
と
い
う
仮
定
が
成
立
し

て
い
な
い
と
い
う
前
提
で
（
ｔ
検

定
な
ど
の
）
検
定
結
果
を
見
る
必

要
が
あ
る
」
と
い
え
る
こ
と
が
技

術
者
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
正
規
分
布
の
検
定
に
は

い
く
つ
か
手
法
が
あ
り
ま
す
が
、

例
え
ば
そ
の
一
つ
に
Ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ

ｓ
ｏ
ｎ
　
Ｄ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
検
定

が
あ
り
ま
す
。

定
量
的
な
同
等
性

判
断
で
の
留
意
点

　
こ
こ
で
い
く
つ
か
の
留
意
点
も

述
べ
て
お
き
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目

が
、
「
検
定
結
果
だ
け
を
う
の
み

に
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

技
術
者
の
中
に
は
検
定
の
結
果
が

出
た
ら
そ
れ
が
全
て
と
盲
信
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

よ
り
俯
瞰
的
に
み
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
一
例
を
述
べ
ま
す
。
検

定
結
果
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
数

値
上
の
話
で
す
。
そ
の
前
提
は
、

「
イ
ン
プ
ッ
ト
デ
ー
タ
が
正
確
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
正
規
分
布
か
否
か
と
い
う
前

提
の
前
の
大
前
提
と
い
え
ま
す
。

　
同
等
で
あ
る
と
判
断
し
た
い
、

ま
た
は
そ
の
逆
の
個
人
的
、
会
社

的
動
機
故
に
デ
ー
タ
を
改
ざ
ん
し

て
い
て
は
、
そ
も
そ
も
検
定
に
使

っ
て
い
る
デ
ー
タ
が
不
適
切
に
な

る
た
め
、
検
定
結
果
は
全
く
あ
て

に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
数
値
分
析
は
イ
ン
プ
ッ
ト
デ
ー

タ
の
質
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た

め
、
複
数
の
人
が
立
会
い
の
下
、

デ
ー
タ
を
取
得
す
る
と
い
う
く
ら

い
の
徹
底
さ
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吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用いた製
品の技術的課題解決、該関連業界への参入
を検討、ならびに該業界での事業拡大を検
討する企業をサポートする技術コンサルテ

ィング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線で先導、指示す
るなど、評論家ではない実践力を重視。複数の海外ジャーナルに
Full paperを掲載させた高い専門性に裏付けられた技術サポー
トには定評がある。

■�萩原テクノソリューションズとトレンドマイク
ロ、ITとOTの統合サイバーセキュリティ推進
に向けて協業

　萩原テクノソリューションズとトレンドマイクロは
戦略的なパートナーシップを強化し、ITとOTの融合
が進む製造業界におけるサイバーセキュリティリスク
の低減に向けて両社で連携する。
　萩原テクノソリューションズは、OT領域で40年以
上の実績から得た知見を通じOT領域の課題解決に向
けた最適なITソリューション提案に強みを持ち、ト
レンドマイクロはサイバーセキュリティ領域でエンド
ポイント・ネットワーク・メール・クラウドやOT環
境を統合し保護する製品・ソリューションに強みを持
っている。両社は、それぞれの強みを組み合わせるこ
とで、ITとOTの融合が進む製造業界におけるサイバ
ーセキュリティリスクの低減に向けた最適なソリュー
ションを全国展開する。

萩原テクノソリューションズは10月1日付で専任チ
ームを新設し、今後1年間で10億円の売上目標を掲げ
ている。

■�RYODEN、アサヒ飲料のAIを活用した微生物
迅速検査法「FLOX-AI（フロックスアイ）」
を販売開始
RYODENは、AIを活用した独自の微生物迅速検査

法「FLOX-AI」について、アサヒ飲料と技術ライセ
ンス契約を締結し、2024年1月から販売を開始する。

同製品は、従来の検査法では3日かかっていた微生
物検査期間を最短1日まで短縮でき、出荷待ち在庫の
削減や柔軟な需給調整の実現に貢献できるシステム。
2022年8月からアサヒ飲料群馬工場にて運用試験を開
始し有効性を確認し、2023年7月から岡山工場、11月
から明石工場、富士山工場での運用を開始している。

■�ミスミ、機械部品調達AIプラットフォーム
「meviy」のデジタルマニュファクチャリン
グシステムを公開
ミスミは、機械部品調達AIプラットフォーム

「meviy」について、確実短納期のサービスを支える
デジタルマニュファクチャリングシステムを解説する
動画を公開した。
　同社はこれまで800垓（1兆の800億倍）の製品バリ
エーションを生産し短納期を可能とする「ミスミ生産
方式」を構築、運用してきており、meviyデジタルマ
ニュファクチュアリングシステムはこれをベースとし
ながら変種変量における確実短納期を実現するための
無人生産システムとして自社開発したシステム。動画
では、発注を受けてからの工場へのデータ伝送、部品
加工プログラムの自動生成、ウォータージェット加工
での最適カット、AGVやロボットを使った工程間無
人搬送の流れを紹介している。

■�サンワテクノス、中国・上海サンワテクノス
の武漢事務所を移転

サンワテクノスは、上海サンワテクノスの武漢事務
所を12月1日に移転した。新住所は湖北省武漢市洪山
区関山大道473号光谷新発展国際中心B棟5階06―108
室。

■�ライト電業、中国・大連営業所を閉鎖
ライト電業は、11月30日付で中国・大連の大連営

業所を閉鎖し、上海営業所に集約する。
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して温室効果ガス削減を進める。
　関東第三工場は、最大で5つのラインの導入が可
能。新ライン増設後、残りのエリアでは新カテゴリー
の生産を検討している。投資総額は約7億円。

■�飛驒産業、岐阜県高山市奥飛騨に温泉熱を活
用した木材乾燥設備導入の新工場「奥飛騨栃尾
工場」

　飛驒産業は、岐阜県高山市奥飛騨の奥飛騨温泉郷
に、温泉熱を利用した木材乾燥室を備えた「奥飛騨栃
尾工場」を新設した。
　広葉樹材の乾燥は、割れ、狂いの発生を抑えるため
に、天然乾燥を10カ月程度実施し、その後に人工乾
燥を行うのが一般的。今回同社が開発した乾燥方法
は、温泉熱を熱源とする乾燥室を15室作り、個別の
温度設定をしながら4～6週間で乾燥させることがで
き、乾燥期間の大幅な短縮に加え、木材の含水率を高
度な水準である8%程度まで下げることができる。乾
燥時間は外気の影響や材種、含水率によって変わるた
め、温度安定化対策として温泉の温度を電熱器で調整
する。生産能力は製材品1000平方㍍/年。
　敷地面積は1360平方㍍。2023年4月に着工し、
2023年10月竣工。

■�山福、宮崎県東諸県郡綾町の宮崎支社の食品
工場を増設

　業務用食品（珍味・惣菜など）製造業として料亭や
ホテルなどプロ向け業務用食材を専門的に扱う山福
は、宮崎県東諸県郡綾町大字北俣4181番地1の宮崎支
社の食品工場を増設する。
　新工場は、宮崎県食材にこだわった家庭用おせち料
理のEC小売やテレビ通販への展開に向けた生産体制
の確立を目的とし、具体的には、セントラルキッチン
としての新工場を増設し、最新の設備を導入する。
　敷地面積は6924平方㍍、建築面積は2413平方㍍、
延床面積は2811平方㍍。設備投資額は2023年度に
1590万円、2024年度に5億円。

■�JFEスチール、神奈川県川崎市の東日本製鉄
所（京浜地区）に廃プラスチック処理設備の導
入

　JFEスチールは、CO2排出削減の一環として使用済
みプラスチックの利用拡大を図るため、神奈川県川崎
市川崎区の東日本製鉄所（京浜地区）に新たに廃プラ
処理設備を導入する。産業廃棄物由来の廃プラを処理
可能な設備としては国内最大級となる。
　廃プラ処理能力は年間6万㌧。今回の投資は、同社
における廃プラ利用拡大の第一段階として位置付けて
おり、2030年度までに、さらなる能力増強により廃
プラ処理能力を最大で約2倍程度まで引き上げる予
定。投資は67.5億円。2024年10月稼働開始。

■�日鉄ステンレス、山口県周南市の山口製造所
のスラブ用連続鋳造設備をリフレッシュ

　日鉄ステンレスは、品質対応能力の向上と高付加価

国内

■�クラボウ、熊本県菊池市の熊本事業所の新棟
「Kumamoto�Innovation�Center（仮
称）」建設に着手

　クラボウ化成品事業部は、熊本事業所（熊本県菊池
市）の新棟「Kumamoto Innovation Center（仮称）」
の建設工事に着手する。
　熊本事業所は2012年から半導体製造装置に使用さ
れる高機能樹脂加工品の生産・開発・営業を行ってお
り、今後も継続的な成長が見込まれる半導体市場での
需要に対応するため、2022年に新棟の建設予定地と
して隣接している土地を取得していた。今回の同地に
約 3 1 億 円 を 投 資 し て 新 棟 と し て「 K u m a m o t o 
Innovation Center（仮称）」を建設し、生産能力と開
発体制を現状の2倍以上に増強する。
　新棟は高機能樹脂加工品の生産を行い、敷地面積
5467平方㍍、鉄骨2階建で延床面積は6829平方㍍。ク
リーンルームと高機能樹脂の各種加工設備、評価・分
析関連装置、自動倉庫などを備える。竣工は2025年3
月を予定している。

■�イートアンドフーズ、群馬県邑楽郡板倉町の
関東第三工場に餃子・焼売の生産ラインを増
設

　イートアンドフーズは関東第三工場（群馬県邑楽郡
板倉町）に、餃子・焼売の生産ラインを増設する。増
設するラインの稼働は、2024年3月を予定。生産能力
を現在の約1.2倍に拡大し、冷凍餃子市場に対する供
給体制を強化する。
　関東第三工場は、2023年1月に稼働を開始した日本
最大・最速級の餃子製造工場で、主力商品である「大
阪王将　羽根つき餃子」を製造している。生産量は同
工場操業以前に比べて約1.5倍に増加したが、内食需
要の拡大は続き、成長も見込まれていることから、こ
のたび新たに餃子・焼売の生産ラインを増設すること
とした。
　新ラインは、現在「大阪王将　羽根つき餃子」を製
造している既存レーン隣のエリアになり、新ラインは

「大阪王将　羽根つき餃子」と「大阪王将　たれつき肉
焼売」のハイブリッド式ラインとなる。2つの製品を
切り替えながら生産し、人気の「大阪王将　羽根つき
餃子」の生産能力を16%増加しつつ、「大阪王将　た

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB�URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

ンダクタの宮崎第二工場として整備・運営を行い、
SiCパワー半導体の主力生産拠点として2024年中の稼
働を予定している。
　新工場は敷地面積40万平方㍍、建物は23万平方
㍍。一部の敷地と建物はソーラーフロンティアが事業
所として継続利用する。

■�アーリーフーズ、神奈川県横須賀市に新工場
　弁当・おにぎり・寿司・調理パンなどの企画・製造・
販売を行う中食メーカーのアーリーフーズは、神奈川
県横須賀市平成町に新工場を建設する。2025年12
月、操業開始予定。

■�アサヒビール、佐賀県鳥栖市の鳥栖工場の操
業開始を延期

　アサヒグループホールディングスは、2026年から
予定していた佐賀県鳥栖市のアサヒビール鳥栖工場の
操業開始を延期する。
　同工場は、約400億円を投資して次世代生産体制の
モデル工場として準備を進めてきたが、建設や設備な
どにかかる費用が当初計画から大幅に高騰したことを
受け、稼働時期を延期し2029年からの操業開始を目
指す。
　またアサヒビール博多工場は2025年末をめどに操
業を終了する予定だったが、鳥栖工場の延期に伴って
操業を延長する。

海外

■�大同特殊鋼、ベトナムに金型用鋼の販売や金
型用プレート加工の新工場

　大同特殊鋼の子会社のベトナム・DAIDO DMS 
VIETNAM CO.,LTD.（DMSV）は、ベトナムフンイ
ェン省に新工場を稼働開始した。
　DMSVは大同特殊鋼と大同DMソリューションで
2008年にベトナムに設立した金型用鋼の加工販売拠
点。今回、事業拡大に備えて新工場を建設し、2023
年5月に旧工場から転居、同月に稼働を開始した。新
工場は旧工場の約3倍の面積を持ち在庫保管能力を強
化したほか、機械加工ラインに加えて、新たに熱処理
ラインと表面処理
ラインを導入し製
造プロセスを拡張
した。設備能力は
製 造 は 月 産 8 0
㌧、倉庫は保管能
力700㌧。
　 敷 地 面 積 は
9955平方㍍。

れつき肉焼売」の
生産力を約2倍に
増強する。商品の
リニューアルに伴
う製造工程や包装
工程の変化・刷新
にも対応できるよ
うにする。
　また、自然冷媒
を用いたスパイラ
ルフリーザーを採
用し、100%省エ
ネ型自然冷媒の冷
凍冷蔵設備を導入

値・難製造製品のメニュー拡大のため、山口県周南市
の山口製造所光製鋼工場のスラブ用連続鋳造設備をリ
フレッシュする。生産能力は年間約50万㌧。約320億
円を投資してリフレッシュを行い、2026年度上期に
稼働を開始する予定。

■�日本チバガイギー、兵庫県丹波篠山市の篠山
工場を製造施設を拡張

　ノバルティスファーマは、放射性リガンド療法
（RLT）製造のため、兵庫県丹波篠山市の日本チバガ
イギー篠山工場の製造施設拡張する。
　RLTは、体内のいろいろな部位に存在する標的腫
瘍細胞に対し放射線を照射する一方で、周辺組織への
ダメージを抑える精密な核医学の一種。同社は進行が
んに対するRLTの活用に関する研究を進めるととも
に、RLTの供給確保のための生産力強化に取り組ん
でおり、篠山工場の製造施設拡張は、日本での治療ア
クセス推進に向けた大きな前進と位置付けている。

■�日立ハイテク、茨城県ひたちなか市に新工場
　体外診断・分子診断に関わる製品の開発・生
産能力強化

　日立ハイテクは、体外診断・分子診断に関わる製品
の開発・生産能力強化を目指し、茨城県ひたちなか市
足崎に新たに工場を建設する。
　同社は体外診断市場において、血液などの検体を分
析し疾病の診断をサポートする生化学・免疫分析装置
などをグローバルに提供し、今後のさらなる需要拡大
に対応し、新たな注力領域である分子診断関連装置の
開発・製造を進めるため新工場を建設する。
　2025年1月の稼働開始に向け、既存建屋の改築を行
い、製造・製品検査の自動化推進や、市場変動への柔
軟な対応を実現する生産管理システムの導入など、生
産効率化にも取り組んでいく。また、日立ハイテクは
2027年度までに全事業所（ファクトリー・オフィス）
でのカーボンニュートラル達成を目標に掲げており、
新工場においてもさまざまな環境施策を導入し、脱炭
素社会の実現を目指す。敷地面積は約9万2900平方
㍍。

■�大同特殊鋼、群馬県渋川市の渋川工場に増設
した特殊溶解炉が稼働開始

　大同特殊鋼は、群馬県渋川市の渋川工場に増設した
特殊溶解炉が稼働を開始した。今後需要が高まること
が予想されるニッケル基合金やクリーンステンレスな
どの高級鋼の増産に備えて、これらの製造に不可欠な
真空アーク再溶解炉（VAR）1基を投資額7.5億円で増
設した。

■�ローム、宮崎県のソーラーフロンティア旧国
富工場の取得完了　SiCパワー半導体の主力
工場へ

　ロームは、ソーラーフロンティアと締結した基本合
意に基づき、宮崎県東諸県郡国富町の同社旧国富工場
を取得。今後、同社の製造子会社であるラピスセミコ


